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報告集会で感想を述べる

意見陳述した三枝豪さん
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月
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第
1
8
回
口
頭
弁
論
終
る
ー

2
月
9
日
、
第
1
8
回
柏
崎
刈
羽
原
発

運
転
差
し
止
め
裁
判
が
1
5
時
か
ら
新

潟
地
裁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
内

容
は
、
原
告
の
意
見
陳
述
（
三
枝
豪
氏
・

神
奈
川
県
川
崎
市
出
身
）
と
原
告
代
理
人

〈
弁
護
士
）
3
名
に
よ
る
口
頭
弁
論
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

意
見
陳
述
の
要
旨

青
苗
狸
陳
述
を
行
っ
た
三
枝
豪
氏
は
、
訴

訟
に
参
加
し
た
理
由
を
、

①
、
3
・
l
l
福
島
第
一
原
発
の
加
害

企
業
の
電
力
の
困
砦
心
を
受
け
て
い
る
。

②
、
そ
の
加
害
企
業
で
あ
る
東
哀
電
力

の
柏
崎
刈
羽
原
発
は
、
3
・
1
1
以
前
の

中
越
沖
地
震
で
被
災
し
た
危
険
な
原
発

で
あ
る
。
国
民
の
真
の
幸
福
に
繋
が
ら
ず

逆
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
陳
述
し
ま
し

た。

核
燃
料
プ
ー
正
ル
の
危
険
性

最
初
に
弁
論
を
行
っ
た
和
田
弁
護
士

は
、
福
島
第
一
原
発
4
号
磯
の
爆
発
に
よ

り
燃
料
プ
ー
ル
に
1
5
3
5
体
の
使
用

済
み
核
燃
料
（
広
島
型
原
爆
の
5
0
0
0

発
分
）
が
あ
れ
へ
プ
ー
ル
の
冷
却
水
は
た

ま
た
ま
残
っ
た
だ
け
、
燃
料
体
が
損
傷
し

た
場
合
の
被
害
は
甚
大
だ
。

東
電
は
最
悪
時
を
予
測
し
、
次
の
よ
う

に
シ
ナ
リ
オ
を
記
載
し
て
い
る
。
「
l
～

4
号
機
の
原
発
が
連
続
し
て
爆
発
し
て

も
、
線
量
評
価
結
果
か
ら
認
川
刷

の
避
難
区
域
を
変
え
る
必
要
は
な
い
。
4

号
機
の
使
用
済
み
核
燃
料
体
が
破
損
し

た
場
合
5
0
回
国
嗣
別
園
園
難

が
必
要
で
7
0
閻
1
回
捌
掴
理
を

求
め
る
こ
と
に
な
る
。

l

i

l

i

認

轡
移
転
を
求
め
る
地
域
が
生
じ

る
た
め
劃
劃
同
園
矧
潮
風
艶
聞

劃
「
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

更
に
事
故
時
、
首
相
だ
っ
た
菅
直
人
氏

は
、
自
身
の
プ
ロ
グ
で
次
の
を
つ
な
感
想

を
述
べ
て
い
る
。
「
福
島
原
発
事
故
に
直

面
し
、
5
0
0
0
万
人
避
難
が
必
要
と
な

る
ぎ
り
ぎ
り
の
事
態
を
経
験
し
、
考
え
方

を
1
8
0
度
変
え
た
。
何
苫
葺
生
何
千
万

人
の
避
難
が
必
要
と
な
る
の
は
戦
争
以

外
に
は
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

現
在
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
使
用
済
み
核

燃
料
は
合
計
で
、
l
万
3
7
3
4
体
と
な

の
へ
福
嶋
第
一
原
発
の
比
で
は
な
い

液
状
化
に
よ
り

防
潮
堤
が
機
能
喪
失

続
い
て
昨
秋
問
題
に
な
っ
た
荒
浜
側

（
1
～
4
号
機
）
の
防
潮
堤
は
液
状
化

に
よ
る
機
能
喪
失
に
つ
い
て
、
平
成
2
4

年
9
月
2
8
日
付
被
告
準
備
書
面
は
「
基

準
地
震
動
誌
に
対
し
て
機
能
を
維
持

で
き
、
液
状
化
に
よ
り
崩
れ
た
り
高
さ
が

不
足
す
る
こ
と
の
な
い
設
計
と
し
て
い

る
」
こ
と
は
、
誤
り
で
あ
の
へ
安
全
に

対
す
る
被
告
の
信
用
が
失
わ
れ
る
事
実

だ
と
弁
論
を
行
い
ま
し
た
。

地
下
水
・
浮
力
の
影
響
・

入
力
値
振
動
に
対
す
る
申
し
立
て

原
告
の
旧
釈
明
に
対
す
る
被
告
側
の
回
答

に
対
し
、
以
下
の
申
し
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

申
①
サ
ブ
ド
レ
ン
の
地
下
水
汲
み
上
げ

を
止
め
て
も
安
全
に
稼
働
を
続
け
ら
れ
る

か
。
サ
ブ
ド
レ
ン
の
意
味
は
？

申
②
0
6
年
～
0
9
年
の
サ
ブ
ド
レ
ン

排
水
量
の
各
号
機
別
平
均
量
は
？

申
③
サ
ブ
ド
レ
ン
を
設
置
し
な
い
と
建

屋
周
辺
の
水
位
は
？

婁
④
地
震
波
の
減
衰
と
増
幅
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
か
？
　
入
力
地
震

動
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
？

被
告
の
反
論
も
あ
っ
た
が
、
「
重
要
な
安
全

機
能
や
必
要
な
電
源
は
確
保
さ
れ
て
い
た
」

と
従
来
の
主
張
を
繰
り
返
す
の
み
で
し
た
。

次
回
　
第
1
9
回
公
判

5
月
†
8
日
　
1
5
時
か
ら

投
稿
者
　
K
・
S

新
た
に
O
B
会
に
加
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
氏

名
下
の
「
E
L
は
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
）
で
す
、

会
員
み
ん
な
で
歓
迎
し
ま
す
。
健
康
で
、
元
気

に
、
楽
し
く
O
B
会
活
動
を
頑
張
り
ま
し
ょ

う

！
加

入

月

　

氏

　

名

　

　

所

属

平
成
2
8
年

1
0
月
　
竹
内

1
2
月
　
高
野

〃　　伊藤

平
成
2
9
年

1
月
　
井
島

〃　　疋田
〃　　小林

一
雄
さ
ん
　
直
江
津
　
E

正
美
さ
ん
　
新
津
　
E

毅
　
さ
ん
　
新
潟
　
E

当
面
の
石
動
予
定

4
月
　
8
日
　
第
8
回
」
‥
茎
帝
王
義
と
憲
法

9
条
を
守
る
県
民
の
集
い

新
潟
市
・
県
民
会
館
　
5
名
参
加

2
0
日
　
本
部
O
B
会
第
2
1
回
定
期

総
会
・
結
成
2
0
周
年
記
念

行
事
　
　
　
　
三
役
参
加

5
月
2
9
白
　
地
本
O
B
会
雲
量
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
　
　
細
部
は
別
途
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